
半年間の成長 

 園長 髙田 大 

 

 めっきり涼しくなって寒暖差の大きな日々が続きます。体調管理には悩ましい気候ではありますが、

木々の紅葉・黄葉にとってはこの一日の寒暖差が大きな要素になっているのだそうです。それを裏付け

るかのように、町屋幼稚園の正門まわりにあるイチョウや、緑の小径のモミジなどがだんだん色づいて

きており、深まる秋への移り変わりが実感できます。 

 さて、去る１０月２７日（金）に今年度２回目となる、南千住第三幼稚園（以下南三幼）との合同遠

足を荒川自然公園にて挙行しました。色づく葉っぱやたくさんの木の実にワクワクした一日でした。 

 ５か月半ぶりに会った南三幼の子どもたちは、春に会ったときの面影がありつつもみな体つきが大き

くなっていたり、顔つきがお兄さん・お姉さんになっていたりしました。ということはきっと南三幼の

子どもたちや先生たちから見ても、町屋幼稚園の子どもたちもひと回り大きくなった、と思われていた

ことでしょう。 

 遊びの様子や友達との関わり方を見ても、成長を感じられる場面がたくさんありました。グループご

との散策で道順を決めるとき、春には助けが必要だったアスレチックに一人で挑戦しているとき等々…。

同じ場所に同じメンバーで来たからこそ気付くことができたとも言えるかもしれません。 

 毎日のように接しているとなかなか気づきにくい子どもたちの成長ですが、教職員一同これからも子

どもの小さな一歩に目を向けながら、日々の保育を積み重ねていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

11月 町屋幼稚園だより 
令和５年１０月３１日 

荒川区立町屋幼稚園 

園 長  髙 田  大 

≪今月のねらい≫ 

【年 中】   ○友達と一緒に遊びの場をつくり、イメージを出し合いながら遊ぶことを楽しむ。 

○季節による自然の変化に気付き、自然物を取り入れて遊ぶことを楽しむ。 

【年 長】   ○友達と考えを出し合い、共通の目的に向かって遊びや活動を進めていく楽しさを味わう。 

○秋から冬への自然の変化にふれ、工夫したり試したりして遊びに取り入れることを楽しむ。 

✿地域交流（町屋在宅高齢者通所サービスセンター訪問） 

いるか組の子どもたちが町屋サービスセンターに出かけま 

した。コロナ禍ではオンラインでの実施だったので、久し 

ぶりの対面での交流となりました。施設をご利用の方々は、 

子どもたちを見ると拍手で迎えてくれ、とても嬉しそうに 

見つめていました。一緒に魚釣りゲームをしたり、運動会 

で踊ったリズムを見せてあげたりして楽しい時間を過ごしました。子どもたちが作った壁掛けをプレゼントす

ると、いつまでも眺めて喜んでくれました。「今日はよく来てくれたね。」「おじいちゃんの孫はもう成人なん

だ。だからこんなにかわいい子と会うことはないんだよ。」と、感極まった様子の方々もいました。いるか組

の子どもたちにとっても素敵な時間となりました。 

✿2 年生との交流 

 七峡小の２年生が幼稚園に来てくれました。授業で作った「手 

づくりおもちゃ」を子どもたちに遊ばせてくました。2 年生は 

幼稚園の遊戯室で、自分たちでコーナーを作り、幼稚園の子ど 

もたちに、優しく声をかけて誘ってくれたり、やり方を教えて 

くれたりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              ありがとうございました！ 

運動会では、たくさんのご協力をいただき、ありがとうございました。体育館の 

開催、子どもたちの表情を間近で見ながら応援していただけたと思います。皆様のアン

ケートでは、温かいお言葉をたくさんいただきました。子どもたちの成長もたくさん感  

じていただけたことも嬉しく思っています。ありがとうございました。 


